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「
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を
込
め
て
」

福
島
町
議
会
議
長

溝

部

幸

基

「
福
島
町
商
工
会
創
立
五
十
周
年
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を
込
め
て
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
期
に
商
工
会
に
勤
務
し
、
矢
野
昌
介
初
代
会
長
を
は
じ
め
役
職
員
・
会
員
の
皆
様
に
温
か
い
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、
育
て
て
い
た
だ
い
た
者
と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

青
年
部
の
創
設
、
夜
店(

歩
行
者
天
国)

、
ミ
カ
ン
の
共
同
仕
入
れ
、
年
末
年
始
大
売
り
出
し
、
吉
岡
地
区

豪
雨
被
害
者
へ
の
畳
手
配
、
し
い
た
け
の
共
同
出
荷
、
商
工
会
館
建
設
、
失
業
保
険
・
労
災
保
険
・
税
務
申

告
等
の
事
務
と
、
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

私
に
と
っ
て
無
我
夢
中
の
二
十
代
で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
基
本
を
、
商
工
会
で
学
び
、
鍛
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

商
工
会
創
立
か
ら
幾
多
の
変
遷
を
経
た
五
十
年
後
の
福
島
の
現
状
は
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
世
紀
の

大
事
業
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
」
を
ま
と
も
に
受
入
、
時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
、
ポ
ス
ト
ト
ン
ネ
ル
の
適

切
な
対
策
も
叶
わ
ず
、
過
疎
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
き
か
ず
、
衰
退
が
続
く
状
況
に
、
町
政
運
営
の
一
端

を
担
う
者
と
し
て
そ
の
結
果
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

ピ
ー
ク
一
万
三
千
九
百
人
の
人
口
が
、
約
五
千
三
百
人
に
な
っ
た
と
い
う
現
実
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に

大
き
く
変
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
、
道
路
網
の
整
備
、
車
社
会
、
通
信
・
流
通
手
段
の
多
様
化
等
に
よ
り
、

消
費
経
済
、
医
療
福
祉
、
教
育
文
化
、
レ
ジ
ャ
ー
等
多
く
の
面
で
町
外
へ
の
依
存
が
高
く
な
っ
て
い
る
実
情
、

生
活
基
盤
の
充
実
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
を
、
充
分
咀
嚼
し
て
進

む
べ
き
方
向
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

長
く
続
い
た
自
民
党
政
権
が
崩
壊
、
民
主
党
の
新
し
い
政
権
が
ス
タ
ー
ト
。
国
が
主
導
す
る
地
方
分
権
か

ら
地
方
自
治
体
が
主
体
的
に
実
践
す
る
「
地
方
主
権
」
へ
と
大
き
く
方
針
転
換
し
ま
し
た
。

目
指
す
地
方
制
度
は
、
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
多
様
な
選
択
」
で
あ
り
、
心
が
け
る
べ

き
こ
と
は
、「
依
存
か
ら
の
脱
却
」・「
先
行
モ
デ
ル
の
実
践
」・「
意
識
の
共
有
」
で
す
。

受
身
で
待
つ
の
で
は
な
く
、「
自
由
と
責
任
」
を
持
っ
た
完
全
な
自
治
体
を
目
指
し
徹
底
的
な
意
識
改
革
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

商
工
会
も
ま
た
、
創
立
に
懸
け
た
関
係
者
の
志
を
再
確
認
し
、
貴
重
な
五
十
年
の
歴
史
を
ス
テ
ッ
プ
に
、

会
員
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
産
業
団
体
の
牽
引
役
と
し
て
、
新
た
な
展
開
に
向
か
い
英
断
を
持
っ
て
大
き

く
羽
ば
た
く
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。


